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福島

大学って何をするところでしょう？勉強？遊び？部活？どれもあっているけど、ちょっ
と違う気もします。
僕は社会に出る前の助走だと思います。大学に来て、社会を見てください。考えてみ
てください。１年の時は主題科目でいろんなことを学んで下さい。きっと何かみつかる
はずです。それを磨いて下さい。
それだけの環境がここにはあります。 北海道

北海道

茨城

国立の大学で初めてできた鳥取大学なので他の大学より
研究しやすい環境になっていると思います。

群馬

群馬

私は、はじめは医学科ねらいで、センター失敗してどこ受けようか・・・と調べ、
鳥大の生命に来ました。
私の家はとなりが東京って所だったので正直言って鳥取受ける人ってなかな
かいませんでした。私も受かるまで鳥取の位置すら知らなかったし。
でも実際入学し、学んでみて、すごく興味深かったです。がんや心筋梗塞・・・
といった病気を実際に治療するのは医師ですが、その技術は生命科学でつ
くられているのだと知ってすごいと感じられました。

埼玉

自分で選んできてください。埼玉
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生命科学科は40人程度という少ない人数で勉強しているので、全員と仲良く

なることができ、とても楽しいと思います。
また医学のことについて研究をしていきたいと思う人にはとても良い環境であ
ると思いますが、将来的に役に立つもの（資格）がないのは少し痛いかなと思
います。
１年次はキャンパスが違い、他学部の友達もできるし、授業も少なく、けっこう
時間の余裕もあるので、１年目はおもいっきり部活、サークル、友達と遊ぶな
ど、大学生活を楽しんだほうがいいと思います。 埼玉

鳥取大学に通う学生のほとんど
が一人暮らしなので、生活面で
心配することはない。
生命科学科は男女比がだいた
い一対一なので、とても仲が良
い。出身地はみんなばらばらで、
いろんな人が集まるが、生命科
学に興味をもつ仲間なのでなん
となく気が合う。

埼玉
生命科学科は１クラスの人数が
少ないため、皆と仲良くなれます。
また、個性豊かな人が集まり、い
ろいろな考え方を持っている人が
いるので知識以外にも得られるも
のが多いと思います。
あと、鳥取というと田舎っぽいイ
メージがありますがここでも世界
的な研究は行われています。

東京

東京出身としては鳥大に進学するのはいろいろなマイナス面がありました。
（一人暮らし、東京への進学や就職を考えたときのネイムバリューのなさ等）
でも、中途半端に適当な大学や学部、学科を選ぶより、本当に自分のやり
たいこと、学びたいことができる大学を選んで進学したら、それ以上のプラ
スの面がたくさんあります。
生命には同じような志を持った友人や知的好奇心をみたしてくれる講義が
たくさんあります!!鳥大にやりたいことがある人はぜひ鳥大生命に来て下さ
い!!!待ってます (＾＾)

東京
まだ入学して１ヶ月だけど、入ってよかったって、すでに思える大学で
す!!新勧期にはいろんなサークルの先輩方によくしてもらえて本当にい
い人ばっかりですよ!!

でも東京出身の自分からすると、遊ぶ場所のなさやコンビニの少なさが
入学したてのころの不安要素でした。今でもたまに食糧問題に直面しま
す（笑）食材の購入はこまめに!! 東京

新潟

非常に交通の便が悪く、遠方からの進学となるが、
そうまでして来たので私自身はそれなりに自分のや
りたいことがあったのだと思う。
この学科は生命系でも医学部に属している珍しい学
科であり、医学関係についてよく学べる点や医学科と
の合同講義によって自身のモチベーションを高く保て
る点では優れていると思う。いろんな分野があり、現
時点で１つの分野に絞ることは不可能で、これから講
義を受け、実習を通して最終的に自分のやりたいこ
とを見つけられたいいと思う。大変興味を引かれる分
野は多い（脳神経、ES, IPS細胞etc...）。

様々な葛藤はあると思うが、特殊且つやりたいことが
やれる学科なので、興味があれば考えてみてほしい。

新潟

新潟
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山梨

数少ない医学部の中に設立された学科です。
天気は非常に変わりやすくて不満ですが、長野に負けないく
らい自然の多い場所だと思います。

長野

岐阜

富山

私は最後の最後まで、鳥取大学の生命科学科を受験することに迷
いを感じていました。地元から遠いということもありましたし、将来の
進路もはっきりしないということもあって、願書を出してからもずっと
不安でいっぱいでした。
でも、病気の研究をしたいという強い思いはあったので、受験しまし
た。
まだ将来どうなるかは不安ですが、今大学生活はすごく楽しいです。
そして将来については今からゆっくりと考えていけばいいかなと思
えるようになりました。

石川

鳥取は落ち着きのある快適な場所です。
生命科学科は少人数なので、のびのびとしていられると思う。
将来については漠然としている部分も多いが、興味のある人にとっては
色々な知識に触れ合える場のように感じる。

石川

福井
福井県と鳥取県は人口、年齢層、繁栄している度合い、特産物、気候が大変
似通っており、福井県民にとっては暮らし易い環境だと思います。勉強に集
中しやすいし、緑が多く、大学生活を送るには申し分ないと思います。
私が実際に受験に来た時も遠方に来たという感覚があまりなく、リラックスし
て面接に臨めると思います。
ただ、受験後、電車にすぐ乗らないと、福井駅までの終電がなくなってしまい
ます。
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愛知

自分に明確な目標がある人はそれを貫いても新たな情報を元に
進路変更をしてもいいと思う。
自分に目標がない人は様々な人とふれ合うことで、今後の目標を
いかに早く導き出すかが重要だと思う。
研究職について理解しきれていないが、知識がないとやっていけ
ないことなので、非常にやる気と興味、関心があることでしか続か
ないと思うので、メディアからの情報でもなんでもいいので自分の
興味があるものを知っておくことが大事だと感じた。

愛知

自分の目標あるいは研究したい事を少なからず
持ってきた方がいいと思います。
鳥取県民ばかりではなく、北海道～沖縄まで各都
道府県の人達が受験をして入学しているので、最
後まであきらめずに頑張って下さい。
センターで失敗した私でしたけど、ばんかいでき
る可能性があるのでFight!!

静岡
愛知

人並みやって人以下。
人より頑張って人並み。
人の2倍やって人以上

をモットーに頑張りま
した。目標をもって勉
強すると勉強が苦に
ならなかった。

愛知

愛知
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福岡

福岡

医学部内に設立してある生命
科学科は鳥大と九大だけで、鳥
大は歴史もあるので、医学的な
要素もしっかり学べるので良い
と思います。

福岡

生命科学科に入ったことで、個
性豊かな友達と出会うことがで
きたし、自分の興味のあること
が学べてとてもいいと思う。

福岡

今いろんな大学で、生命科学系の学科
がありますが、鳥取大学には日本中の
様々な都道府県から学生が集まってき
ています。
鳥取は静かでいいところだし、学科の人
数も少なく皆と仲良くなれるので、楽しく
学ぶことができるところです。

福岡
自分がこれからどんな勉強をしてどう生きていきたいかな
どをしっかりと考えた上で進学して来る人にはとてもぴった
りの大学だと思います。
はっきりとやりたいことが決まっていなくても、生命科学に
興味があれば大丈夫です。高校で生物をやっていなくても
全然大丈夫です。大学入れば自分で必要性に気づいて自
分で勉強できます。大学でもサポートはそれなりにあります。
とにかく、やる気と考えがちゃんとまとまっていれば問題あ
りません。

福岡

福岡
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福岡

福岡

福岡

長崎

医学部の中にある生命科学科は特殊で、様々な他とは違った経験がで
きるところです。

長崎

鳥大生命の一番の魅力はなんといっても医学科の学生と同じ講義をうけら
れること。
「生命科学科」は日本に数多くあれど、これは「医学部生命科学科」にしか
できないことです。そして「医学部生命科学科」は国立ですと平成20年度
現在、たった2つしかないのです。近代医療に触れつつ、生命現象を見つ

めたい方、是非鳥大生命へ。

福岡

熊本

医学部の中にあるということで医学の知識を学び、新しい分野に
出会って、自分の興味を広げることのできる学科だと思います。
身の回りのほんの小さなことから興味を持ち、自分で探求してい
く気持ちが、この学科では大切なのではないかと思います。

熊本

長崎
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大分
まだ一年目なので何とも言えませんが、一年目の大学の授業は高校の授
業の延長な感じがします。ただこの一年目で単位を落としてしまうと、二年
目に米子のキャンパスに行けなくなってしまうので、気をつけないといけま
せん。
地元の人達はともかく、大学に入って一人暮らしを始めた方々は朝起こして
くれる親はいませんので、寝坊をして単位を落とすことがない様に気をつけ
てください。

大分

大分
大分

宮崎
面接では、専門的なことよりいかに自分の意見を正し
く伝えるかなので、友達とかと遊ぶ感じで数をこなして
慣れておくことが大事だと思います。

宮崎

一人暮らしも慣れれば楽しいです。

大分



宮崎

～九州・沖縄ほか出身編～

気候が違うので最初は戸惑いますが、慣れてきました。遊
ぶ所もたくさんある、というわけでもないので勉強するには
良い環境だと思います。

宮崎

沖縄

沖縄

とりあえず、この学科がどういう学科かしっかり調べてから受
験してほしい。あと、本当は医学科に行きたいけど、仕方なく
こっちを選ぶ、という人がもしいたら考えなおしてぜひもう少し
がんばってほしい。

鹿児島

この分野はまだ発見されていないすごいことを私たち自身が見つけられる可
能性の大きな分野だと思います。
なので、みんなでその謎を解明しましょう。

沖縄

宮崎
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人数も40人ぐらい

で少なく、わりとみ
んなと友達になれ
て楽しいです。

鳥取

鳥取 鳥取

医学部内にある生命科学科なので、生命科
学という学問領域に対して医学的アプローチ
ができるので、医学に興味ある人にはもって
こいだと思う。

鳥取

鳥取

鳥取
鳥取

島根

島根
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生命科の先輩の中には国内だけでなく、海外で活躍されてい
る方も大勢います。皆も鳥取の生命科から世界に通じる知識
人を目指しませう！！

岡山

岡山

目標を持って勉強して下さ
い。
同じ志を持った友人に必
ず出会い、楽しい大学生
活を送れると思います!

広島

二次試験に面接があることもあり、
不安なところも多いと思いますが、
医学のことについて研究したい、
貢献したいという思いがあれば、
大変楽しい学科だと思います。
また、私は生物ではなく物理を高
校の時に学んでいたのですが、
大学でカバーできるようなサポー
ト体制もあるので、安心してもらえ
ると思います。

広島
生命科学科は人数が比較的少
なく、仲が良いです。また教授の
方々もフレンドリーな方が多く、と
ても楽しいです。生命科学の面
接では今までの経験、知識を上
手く表現する力が必要だと思い
ます。だから日頃から考えること
を習慣づけることができたらいい
と思います。

広島

湖山では生命科学の専門的な内容に触れる機会はありま
せんが、米子では専門的な授業ばかりになり、自分の興味
を持っている内容に触れる機会が多くなります。ただし、米
子に来てからは湖山にいた時に比べ、かなり忙しくなるの
で湖山にいるうちにサークルやバイトなどやりたいことを
やっておくのがいいでしょう。

広島

鳥大の生命科学科は医学部に所属してい
るので、生命科学だけでなく、医学・保健
に関することを幅広く学べる数少ない学科
であると思います。
また、３年からの実習は少人数で行うので、
より具体的に生命科学を学ぶことができる
と思います!!

岡山

島根

広島

広島
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・湖山と米子は全く内容が異なる。
・それ故初めの方は戸惑うかもしれない。
・先輩とのつながりは大事なものである。と思う。
・受験に関しては自分の知っていることを自分の
言葉で、しっかりと喋ることが出来るようにしてお
こう。

広島

広島

どこの大学でも同じだと思いますが、本当に
行きたい大学は第2志望くらいにとらえておき、

更に上を目指す感じで勉強しておけば油断
等もなくなったりすると思います。

広島

広島

近年の急速な医学の進歩に伴い、生命科学の重要性は日々その度合
いを増しています。この鳥取大学医学部生命科学科では、恵まれた環
境の中で様々な専門知識を身に付け、学生生活を通して自分が本当に
やりたい事を見つけることができ、医療の発展に貢献できる人材を育成
しています。

広島

私がこの生命科学科に入ったばっかりのときは、ほんとこの学科は何をする
ところなんだ？やりたいことと違うと迷ってばっかで、正直つらかったけど、、１
年たってみて、この学科の利点が見えてきた。それは将来の道が決まってな
いということ。
医学科だったら、お医者さん。看護学科だったら看護士と、将来これになると
いう目標に向かって日々勉強するけど、この学科はちがって、卒業された先
輩には医学科に編入して、お医者さんを目指された人や、心理学の道へいっ
た人など別の道に進むにはそれ相当の努力が必要だけれども、まだいろん
な可能性がある。入学して1年間でそう考えれるようになりました。

広島

ここを受験する人にとっては、生命科学では何をしているのだろう？
どんなことができるのだろう？と不安になっていると思いますが、
ちょっとでもこの分野に興味があるのなら受験すべきだと思います。
分野はたくさんだし、多方面に活躍している先輩もいます。

広島

研究したいならここがよ
いです。
いろんな分野の知識を
得ることができます。

広島

鳥取大学の生命科学科は医学部に設置されているだけあって、他大学の動植物メインのものと
は違い、人間の生命科学をしっかりと学ぶことができます。
今、注目が集まっているiPS細胞などの再生医療分野から、がんや免疫、遺伝子の細胞工学まで

人間の生命科学に興味があるならきっと満足する内容がそろっています。教授の方々も分からな
いことがあった時は、質問すればしっかり教えてくださるいい方ばかりです。人間の生命科学に興
味がある方は本学の生命科学科に入学することをおすすめします。

山口
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徳島から鳥取は遠く感じるかもしれませ
んが、思ったよりは近いです。
湖山での生活は医学部以外の人達とも
ふれあいが出来たり、多くの貴重な思い
出が出来ます。
受験中は不安になったりすることが多い
と思いますが、自分を信じて他の人へ
の感謝を忘れずに頑張ってください!!

徳島

医学を志す者にとって幅広い
知識は必ず強い武器となる。
受験生にとって点を気にせず
にはいられないと思う。
だが、週に一度でもいいから
ニュースや新聞を見たり、読
んだりしてほしい。

徳島

一年の時は授業数が少なかったので暇だったけど、米子に来てからは授業数も
増え、内容も専門的になるので楽しくなりました。
私は生物選択ではなかったので、入学当初は不安でしたけど、授業をやって自
分で勉強すればそんなに問題があるとは感じないようになりました。

山口

愛媛

香川
愛媛

医療に興味があるけど、医者、看護師。薬剤師のような専門職にはつ
きたくなく、研究を主としてやりたい人にとってはよい学科だと思う。
医学部にある学科なので医学科と同じ授業が受けられるのは大きなポ
イント。細胞工学や免疫学など幅広い分野について学ぶことができる。
周りの人の意識の高さもいいと思う。

高知
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大阪

三重

滋賀

自分で判断して、自分に責任を持つことが
できればどこの大学へ行っても良いと思う。
大学の名前で決めずに内容、先生、やりた
い事で判断して下さい。

三重

面接は練習をくり返
したら何とかなる。

京都

大阪や京都には国公立、私立ともにたくさんの大学がある。私も最
初は家から通える大学を探していたし、通うつもりだった。だが高校
三年生になって、せっかく大学に行くのであれば自分のやりたい事
を勉強したいと思うようになり、自分の興味のあることを真剣に考え
て、地方の大学も視野に入れて様々な学部、学科を探した。その結
果、私は生命科学科で勉強したいと思え、受かって勉強することが
できている。
地方の大学へ行くのは不安もあるし、負担も大きくなるけど、やはり
せっかく行く大学では自分のやりたいことをするべきだと思う。

大阪

いいと思います。
鳥大生命。

大阪

鳥取は大学生らしい生活ができる場所だと思います。勉強も自分が望むなら
ば充実させていくことが可能です。様々な分野の最先端の話がきけるので、
興味をもって受ければ楽しいです。受験では生物を選択しないこともできます
が、できるならば生物を高校で学んでおいたほうが、大学の授業を受けるに
あたって入っていきやすいと思います。

京都
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大阪

生命科学科を受験するにあたって、センター試験が最も大切な選考事項に
なります。
センター試験のある一定ラインをクリアしたあとは面接対策ですが、面接は
主に人柄を見るための試験です。でしゃばりすぎても地味すぎてもだめです。
これから一緒に研究、勉強したいと思えるように自分を見せてください。

大阪

センター試験を受けた後、二次試験が面接だけだと何をしたらいいの
か分からなくなるし、モチベーションも下がってくる思います。しかし、
色々生命科学科について調べたり、面接対策をしてみたり、しゃべる
練習をしてみたりして、とにかくモチベーションを保つことを重視して二
次試験までの日々を過ごしてみたら充実すると思います。是非最後ま
で全力で頑張ってください。

大阪

大阪

大阪の人が2年に3人いますが、地域にかかわらずクラス全員仲

が良くて楽しいです。
①「がん」や「免疫」といった大まかな分野に興味がある、という
程度では絶対に研究対象として成立しません。いかに具体的に
できるか。（知りたいと思っていることでも既に研究し尽くされて
いることがほとんど）
②自分のしたい研究が、学術的、社会的にみてどれほど価値が
あるのか考えて（知的好奇心はもちろん）調べていくべき。
③独創性のある研究とはどのような研究なのか、自分のしたい
研究とは何なのかを常に自問自答する。
④本庶佑先生（←詳しくは研究室のHPを見てください）の研究理

念を私は参考にしている
⑤経験的に当然と思われていることを疑ってかかること（変人と
思われるかもしれないが）

大阪

生命の分野にて講義で知識を深めてから実習（実験）ができて
理解ができる。

大阪 ＊

＊

＊H23年度入試まで、二次試験は面接のみでした
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１年は湖山での生活を楽しみ、いろんな学部の人と接し、いろんな考え方を
学び、遊んでください。２年は米子の生活を楽しみ、まだ時間の余裕がある
ので鳥取でしかできないような自然を相手に遊んでください。３年になるとそ
ろそろ将来のことも考えだし、実験も始まるので生命科学科に入った実感も
強くなるでしょう。

兵庫

大阪

私は第一志望に落ちた、という少し情けない理由と、生命科学を学びたい、
という理由から鳥大に入学しました。今は、あのとき第一志望に落ちてよ
かったと思っています。

ここでは最先端の生命科学を学べますし、医学の基礎的なことも学べ、興
味が大きく広がります。また先生方、先輩とも明るく積極的で、親切です。
活気あふれるキャンパスライフを送れることが生命科学科の一番の魅力
です。

大阪

湖山で、自分の興味（生命科学だけでなく）を広げるべきではないだろ
うか？米子にくればずっと生命科学（医学）の講義しかないため。
また生命科学科の現在の問題として、やはり何も「資格」がないという
ことが問題である。これはこれから”就職”という観点から見れば不利と

いわざるをえないような気がする。そのような点においてもこのように
自分の興味を広げることが役に立つのではないかと考える。

大阪

鳥大の生命科学科はすごくいい感じな
ので、お勧めです。みんな仲良しです。

大阪

兵庫

何の目標も持たずに入らないほうがいいと思う。他大学並みに遊べない。
サークルがほとんどなく、ほぼ部活ばっかりなので、自由に活動できない。

大阪

生命科学がしたい人は入るべきだと思う。将来、研究者になるなら大学
院には行くべきです。

兵庫
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兵庫
兵庫

兵庫

生命科学科自体の人数が４１人と多すぎないので、みんなと
協力して４年間やっていこうとする空気が入ってよかったと思
えます。

兵庫

湖山での生活で得たものは本当に多かったです。特に他学部の人と交流で
きたこと、部活に一生懸命うちこんだこと、忘れません。最高に充実した１年
でした。
米子に来てまだ日々は浅いのですが、ここでしかできない出会いがたくさん
待ってると思います。授業については、米子に来てからは本当に充実してい
ます。専門分野の授業はやはり意気込みが違ってきます。
受験の対策としては、生命科学系の事項について、簡潔にまとめてある程
度理解し、面接で聞かれた場合に説明できるようにすること、またそれに関
する自分の考えについてもまとめて話せるようにしておきました。私はセン
ター後から2次対策をしましたが、以前推薦入試を受ける際に積んだ知識も

あったので十分間に合いました。知識を積むことも大切ですが、自分で考え
る力を養うことも同様に重要だと思います。

兵庫

鳥取は兵庫県と接していますが、近くて遠い県でした。しかし、大学入
学のため鳥取に来てみると、とても住みやすくいい所だと思いました。
湖山も米子も両方良い街です。
１年の間は湖山で教養基礎科目しかありませんが、主題で興味のある
教科を選べました。2年になって米子に来ると、今度は医学系の講義し

かありません。時間割もほぼ詰まっていて忙しく大変ですが、医学に興
味があれば楽しめます。
もうすぐ実習も始まり、楽しみです。

兵庫

今年から筆記が始まるらしいですが、絶対そっちの方が受験として
のやりがいは感じられると思います!!

生命科学科は充実してるし、間違いのない選択だと思うので、頑
張って下さい!!!

兵庫
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兵庫

湖山では、一般教養ばかりで退屈だと思う事もあると思いますが、２年次からは米子へ移動すると周りの雰囲気もかなり変わり、自分が医学部であること、
生命科学であることの実感が徐々に出てくると思います。

特に３年生からは実習も始まって、私にとって未知の世界に感じていた研究職というものが実際に手を動かすことや先輩方とお話する機会が増えることで
今までと違う見方・考え方ができるようになってきました。資格こそは無いものの、いい意味で自由な学科だと思います。

兵庫

兵庫県は同じ学科内の人に比べてとても近いので、GW・夏休

みなどはもちろん、頑張れば土日でも帰れる距離なのでとても
助かる。
自転車で行ける距離にある店でたいていの事は何でもできる。
ゲーセンやカラオケなどが少ないので遊びには少し困るかも。
生命は男女が本当に仲が良いのでとても楽しい。

兵庫

兵庫

兵庫

和歌山


